
計画の名称： 助け合ういのちを支える土佐のコーストライン（復興基本方針関連（全国防災））

事業主体名：　高知県 
チェック欄

　１）海岸保全基本計画等と整合性が確保されている。 ○

　１）地域の課題を的確にふまえた、整備目標となっている。 ○

　２）緊急性の高い課題に取組む内容となっている。 ○

　１）整備計画の目標と定量的指標の整合性が確保されている。 ○

　２）定量的指標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）定量的指標が分かりやすいものとなっている。 ○

　１）十分な事業効果が見込まれる。 ○

　２）事業間連携等による相乗効果が得られるものとなっている。 ○

　１）地元関係者等から整備計画の要素事業について高い要請がある。 ○

　２）計画に際し、学識経験者等の意見が反映されている。 ○

　１）市町村及び関係団体との合意形成が図られている。 ○

④事業の効果

Ⅲ．計画の実現可能性

⑤計画の具体性

⑥円滑な事業執行の環境

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅰ．目標の妥当性

①海岸保全基本計画等との適合等

②地域の課題への対応

Ⅱ．計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等
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